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通常の教育活動再開！！

校長 岩本 守
６月２９日から学校の教育活動が全面実施となりました。生徒の感染予防は継続して

最重要課題として取り組んでいきます。マスクの着用はもとより手洗いの徹底、給食前
の配膳台消毒、放課後の教室・トイレの消毒を継続していきます。部活動においても朝
練習と放課後も実施し、密を防いでの練習になります。市内親善試合に向けて、土日の
いずれかも練習試合を可能にします。保護者の方のお子様の観戦については自粛をお願
いしています。 先輩としての自覚を育てる縦割り学級の活動であるシスター活動も密
を防いで実施していきます。少しずつ生徒の自治的な活動を増やし、学校生活の充実を
図ります。学校公開にはしばらく時間がかかりますが、学校の様子については随時ホー
ムページにアップして参ります。ご覧になっていただければと思います。

各学年主任より 『学校再開に向けて思うこと』
１年学年主任 佐藤 優輔教諭
いよいよ学級・学年が全員そろいスタートします。分散登校中、どのクラスも真剣に

授業に取り組んでおり、これからがますます楽しみになりました。まだ学級の中での役
割分担が明確に決まっていない中、自ら率先してやるべきことを探し、クラスに貢献し
ている人もたくさんいます。さらに良い学年・学級を目指すために、まずは、生活の基
礎・基本を身に付けること。そして、先輩や仲間を大切にし、学年目標にもある「高め
合い・認め合い・助け合い」を意識しながら生活していきましょう。
２年学年主任 高橋 祐汰教諭
学級や学年として再スタートの日がやってきました。これまでの期間、生徒の生活記
録のつなぐシートを見ると、「学校が始まって良かった。」「～の授業が面白かった。」「は
やくクラス全員で生活したい。」など前向きな記述が多く見られました。全体登校は喜
ばしいことですが、いつこの状況が変化するかわかりません。クラスや学年で一日一日
を大切にして学校生活を送ってもらいたいと思います。
３年学年主任 今井 涼教諭
分散登校中の３年生の授業に取り組む姿勢は昨年度より格段に良い

ものでした。登校できない時間が多く、不安もありましたが、受験生
としての自覚を持ち始めている様子です。また、今回のコロナウイル
スの全国一斉の休校を受けて、今は自分たちが授業を頑張って、遅れ
を取り戻さなければならないことを理解しているようです。いよいよ
学校が再開します。残りの時間を大切にして、最後の一年間の思い出
を取り戻しましょう。

椎 の 木
生徒指導主任 澤出 諒太教諭
約一ヶ月の分散期間が終了し、当たり前だった日常が戻りつつあります。一人一人が

感染予防に努め、色々なことを我慢した結果だと思います。気を緩めず継続していきま
しょう。授業や部活動に意欲的に取り組む姿が見られる中、気になったのは、「元気の
ない挨拶」です。表情を見てもどこか元気のないような、不安を抱えているようにも感
じました。こんな時だからこそ、まずは「元気な挨拶」で「明るく前向き」に頑張って
もらいたいと思っています。当たり前に挨拶が交わせる、そんな学校をみんなの手で作
り上げていきましょう。
３年生の市内親善試合の会場一覧を載せました。参加承諾書を配布しますのでよろしくお

願いします。生徒の記録係として保護者の方にご支援をいただく計画があります。後日顧問
よりご相談します。


